
平成 23年度（2011 年）文化科学研究所　研究活動
	 （2011 年４月から 2012 年３月まで）

日　時 テ　ー　マ 講　演　者 場　所

2011年
　11月15日

講演会 「富と貧困、ショッピングと奴隷
　─18世紀イギリス社会の光と闇」

大石　和欣
（名古屋大学大学院
文学研究科准教授）

名古屋学舎
３号館研究所会
議室

2012年
　２月25日

フォーラム 「こども」 上野　　誠
（奈良大学）
髙橋　　亨
（名古屋大学）
長谷　邦夫
（漫画家・大衆文化論）
司会：酒井　　敏
（中京大学文学部）

名古屋学舎
センタービル
ヤマテホール

2011年
　９月３,４日

第１回
研究例会

「唐宋名家詞選」訳注検討会 中国グループ 名古屋学舎
文化科学研究所

2012年
　１月25日

第２回
研究例会

「2011年東海圏を中心とする
　オペラ・演劇界　現状と課題」

安藤　隆之
（中京大学国際教養学部）
酒井　正志
（中京大学国際教養学部）
玉崎　紀子
（文化科学研究所準所員）
服部　厚子
（文化科学研究所準所員）

名古屋学舎
文化科学研究所

2012年
　１月23日

第３回
研究例会

「中井積善の詞曲論について」
紀要論文合評

ジョセフ・エサティエ
（名古屋工業大学工業
教育総合センター）

名古屋学舎
文化科学研究所

2012年
　２月９日

第４回
研究例会

「古事記ヤマトタケルと古代港桑名」 大脇由紀子
（文化科学研究所準所員）

研究棟2F　日本
文学科共同研究室

2012年
　２月25日

第５回
研究例会

「ひいな遊び」

「映画「天城越え」監督インタビュー報告」

原　　國人
（中京大学文学部）
鶴田　武志
（文化科学研究所準所員）

名古屋学舎
研究所会議室
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　於
い
て
私
は
、
学
校
教
材
の
社
会
科
地

図
帳
を
中
心
に
、
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
現
地
音
表
記
の
功
罪
と
そ
の
歴
史
的
経

緯
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
来
、
地
図
帳
に
「
ワ
ン
リ
ー
長
城
」「
タ
ー
運
河
」
と

書
い
て
あ
る
の
に
気
づ
い
て
爆
笑
し
、
そ
の
表
記
の
方
針
や
来
歴
に
つ
い
て
調
べ

て
見
よ
う
と
思
っ
た
だ
け
で
、
本
格
的
な
批
判
を
展
開
す
る
つ
も
り
は
無
か
っ
た

の
だ
が
、
そ
の
後
、
エ
ッ
セ
ー
や
講
演
の
形
で
も
こ
の
問
題
を
論
ず
る
機
会
に
恵

ま（
２
）れ、
多
く
の
方
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
と
勝
手
に
感
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
一

方
で
は
、
現
地
の
人
の
読
む
通
り
に
カ
タ
カ
ナ
で
記
す
の
が
礼
儀
だ
、
正
し
い
ん

だ
、
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
の
は
事
実
で
、
そ
の
こ
と
も
私
は
尊
重
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
、
拙
論
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
批
判
は
別
の
問
題
で
あ

り
、
両
立
し
得
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
た
だ
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
き

さ
え
す
れ
ば
不
正
確
で
も
か
ま
わ
な
い
と
か
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ず
る
矛
盾
に
は
と
ん
と
お
構
い
な
し
と
か
、
そ
う
し
た
事
例
も
目
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
特
に
最
近
、
中
高
の
社
会
科
教
材
に
は
、

首
を
か
し
げ
た
く
な
る
よ
う
な
問
題
が
無
い
で
は
な
い
。

　ま
た
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
十
六
日
付
読
売
新
聞
が
「
中
国
著
名
人
の
名

　現

地
音
に
近
く
」
と
題
す
る
囲
み
記
事
を
掲
載
し
、
中
国
人
名
地
名
に
「
中
国
標
準

語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
発
音
表
記
（
ピ
ン
イ
ン
）
の
つ
づ
り
を
も
と
に
、
中
国
現

地
で
の
発
音
を
加
味
し
た
フ
リ
ガ
ナ
表
記
」
を
用
い
る
こ
と
を
宣
言
し
た
こ
と
も

記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
は
ピ
ン
イ
ン
の
「
つ
づ
り
」
に
合
わ
せ
る
、
中
国
語
の
発

音
は
加
味
す
る
だ
け
で
あ
く
ま
で
副
次
的
な
も
の
、
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
、
昔
の
国
語
審
議
会
や
文
部
省
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
情
勢
も
考
慮
し
つ
つ
、
今
ま
で
の
拙
論
の

補
足
と
し
て
、
最
近
入
手
し
た
資
料
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
た
こ
と
を
書
き
連
ね
て

み
た
い
。
一
つ
は
昭
和
三
十
年
代
の
地
図
帳
関
連
の
文
献
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ

は
戦
前
の
支
那
語
音
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
関
連
の
文
献
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　ま
た
授
業
や
そ
の
他
の
場
に
於
い
て
、
本
学
の
学
生
諸
君
に
も
、
言
葉
と
い
う

も
の
の
面
白
さ
や
難
し
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
材
料
と
し
て
、
カ
タ
カ
ナ
表

記
を
し
ば
し
ば
話
題
に
採
り
上
げ
て
い
る
の
だ
が
、
あ
り
た
が
い
こ
と
に
、
彼
ら


